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観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和５年７月２４日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するもの

を○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり

法人の名称 

一般社団法人 嬉野温泉観光協会 

マネジメント・

マーケティング

対象とする区域 

区域を構成する地方公共団体名 

佐賀県嬉野市 

所在地 佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿乙 2202-55 

設立時期 平成１９年８月１４日（法人登記した日） 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 ８名 

代表者（トップ

人材：法人の取

組について対外

的に最終的に責

任を負う者） 

 

（氏名） 

山口 剛 

（出身組織名） 

嬉野観光ホテル 大正屋 

取締役 副社長 

嬉野市を代表する温泉旅館を経営するリーダーで

あり、地域の関係者と様々なパイプを持つ。今後 

（一社）嬉野温泉観光協会の会長として、嬉野市

の観光地域づくりを牽引していく。 

データ分析に基

づいたマーケテ

ィングに関する

責任者（ＣＭ

Ｏ：チーフ・マ

ーケティング・

オフィサー） 

（氏名） 

松本 泰宏（専従） 

（出身組織名） 

（一社）嬉野温泉観光協会 

事務局長 

民間企業にて３３年間勤務の後、嬉野温泉観光協

会にて事務局長として勤務。民間企業勤務中に

は、佐賀県産業支援センターの専門家派遣事業に

おいて専門家登録し、国際規格 ISOの認証取得な

ど事業者に対する経営支援の実績を持つ。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシ

ャル・オフィサ

ー） 

 

（氏名） 

山口 健一郎（専従） 

（出身組織名） 

（一社）嬉野温泉観光協会 

 専務理事 

長年、嬉野市の観光振興に尽力するなど嬉野温泉

観光協会の事業を牽引する。事業計画や決算書作

成の経験は豊富。国、佐賀県と連携し事業に積極

的に参画する。嬉野市内の人脈も豊富である。 

旅行商品の造成･

販売の責任者

（国内） 

（氏名） 

梅木 一也 

（出身組織名） 

（株）和多屋別荘 

常務取締役 

長年、老舗旅館に勤務した経験を活かし、国内旅

行者向けの旅行商品企画・開発に強みを持つ。嬉

野温泉の特徴を活かした商品プランを生み出し、

高い商品販売力を身に着けている。 

旅行商品の造成･

販売の責任者

（氏名） 

下田 高嘉 

（出身組織名） 

長年、嬉野市観光プロジェクト会議インバウンド

チームのリーダーであり、インバウンド向けの商

品開発を牽引してきた。（一社）嬉野温泉観光協



様式１ 

2 

 

（インバウン

ド） 

（株）和楽園  

代表取締役 

会、嬉野温泉旅館組合とのネットワークも強く観

光地域づくりのまとめ役でもある。 

ＩＴ（インター

ネットマーケテ

ィング）の責任

者 

（氏名） 

廣川 清文 

（出身組織名） 

廣川鮮魚 

嬉野市地域力開発プロジェクトの国内誘致・WEBチ

ームの WEBグループ長。IT のスキルがあり、嬉野

温泉観光協会の HPの更新作業を担っている。WEB

制作・編集に強みを持つ。 

ＩＴ（インター

ネットマーケテ

ィング）の担当

者 

（氏名） 

下村 宗史 

（出身組織名） 

Shimomura Cycles 

嬉野市の情報一元化に伴うシステム整備に尽力。

嬉野温泉観光協会の HP運営を担うほか、嬉野温泉

商店街組合の HP運営等を担っている。ITスキルが

あり、WEB制作・編集に強みを持つ。 

連携する地方公

共団体の担当部

署名及び役割 

 

◆嬉野市 産業振興部 観光商工課 

（観光振興に関わる基盤整備、観光資源の保全、マーケティング 他） 

◆嬉野市 建設部 新幹線まちづくり課（新幹線を活かした観光振興 他） 

◆嬉野市 産業振興部 茶業振興課    （うれしの茶を活用した観光振興他） 

◆嬉野市 産業振興部 農業政策課（農産物を活かした観光振興・特産品開発 他） 

◆嬉野市 総合戦略推進部 企画政策課 （地域振興に関わる基盤整備 他） 

◆嬉野市 総合戦略推進部 文化・スポーツ振興課  

（スポーツを活かした観光振興・観光商品開発 他） 

◆嬉野市 教育部 教育総務課 （文化財を活かした観光振興・観光商品開発 他） 

連携する事業者

名及び役割 

◆一般社団法人 嬉野温泉観光協会 

・国内外誘客事業、情報発信、プロモーション・イベント運営、観光案内所運営 

・外国人観光客受入れ整備 

・観光に対する人材育成、観光ガイド育成、おもてなし向上 等 

◆嬉野温泉旅館組合 （各種誘客事業） 

◆嬉野市商工会 （観光客受入れ、特産品開発、商店街との調整 等） 

◆嬉野温泉商店街協同組合 （観光客受入れ、旅行商品造成 等） 

◆嬉野温泉料飲店組合 （観光客受入れ、旅行商品造成 等） 

◆佐賀県茶商工業協同組合 （特産品開発、旅行商品造成 等） 

◆嬉野茶業青年会 （特産品開発、旅行商品造成 等） 

◆うれしの紅茶振興協議会 （特産品開発、旅行商品造成 等） 

◆嬉野町菓子工業組合 （特産品開発、旅行商品造成 等） 

◆嬉野温泉湯どうふ振興協議会 （特産品開発、旅行商品造成 等） 

◆佐賀県農業協同組合嬉野支所・塩田支所 （特産品開発、旅行商品造成 等） 

◆塩田津町並み保存会 （観光客受入れ、旅行商品造成 等） 

◆企業組合嬉野社中 （観光客受入れ、旅行商品造成 等） 

◆肥前吉田焼窯元協同組合 （観光客受入れ、旅行商品造成 等） 

◆観光嬉野温泉芸能組合 （旅行商品造成 等） 

◆九州忍者保存協会 （旅行商品造成 等） 

◆㈱テレビ九州 （情報発信 等） 

◆㈱嬉野創生機構 （観光まちづくり施策 等） 

◆ＪＲ九州バス㈱ 嬉野支店 （観光客受入れ、旅行商品造成 等） 

◆㈱佐賀銀行 嬉野支店 （資金調達 等） 

官民･産業間･地

域間との持続可

能な連携を図る

ための合意形成

の仕組み 

【該当する登録要件】② 

嬉野市版ＤＭＯの組織内に行政や関係団体をメンバーとする「嬉野市の未来を担う

まちづくり戦略委員会」を設置し、年間数回、委員会内で、戦略策定やＫＰＩ設

定、成果の振り返り等を行っている。 

（メンバー構成） 

嬉野市、嬉野温泉観光協会、嬉野温泉旅館組合、嬉野市商工会、嬉野温泉商店街協 

同組合、嬉野温泉料飲店組合、佐賀県茶商工業協同組合、佐賀県農業協同組合嬉野 
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支所・塩田支所、塩田津町並み保存会、ＪＲ九州バス㈱ 嬉野支店、嬉野創生機構

㈱佐賀銀行 嬉野支店 等 

地域住民に対す

る観光地域づく

りに関する意識

啓発・参画促進

の取組 

 

専門家を招いて体験プランを作りたい、商品化したい事業者を集め、より魅力的な

体験プランにできるアドバイスや磨き上げを行うワークショップをこれまで４回開

催し、体験プログラムの造成を目的とした住民参加型のワークショップを開催し

た。企画した町歩きクーポンチケット（３種類）の開発や食の開発でも、関係者を

集めた説明会などを開催し、状況説明や意見の募集に努めながら開発に取り組んで

いる。 

法人のこれまで

の活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

・イベント開催時のテレビ、ラジオ出演によるＰＲ 

・各種新聞雑誌、文化、スポーツ大会広告掲載 

・インターネットホームページの推進 

・各イベントへのゆっつらくん参加 

・長崎空港ロビー電照広告掲示 

・嬉野ぶらりまっぷ（日本語）増刷 

・観光情報発信運営（うれしの元気通信） 

・高速バス九州号ラッピング広告掲示 

・福岡市営地下鉄車内ポスター広告掲示 

・各種新聞、情報誌広告掲載 

・各種イベント協賛 

受入環境の

整備 

・ゆっつらくん着ぐるみメンテナンス 

・九州インバウンド観光商談会 

・インバウンド課題解決マッチング事業 

・ホテルバスツアー開催 

・茶輪レンタサイクル 

観光資源の

磨き上げ 

・商店街を舞台としたモニターツアー 

・鹿島特産品まつり（うれしの温泉湯どうふ販売） 

・弱虫ペダル×謎解き×街めぐり 

・佐賀さいこう！Luxury Night 

・第９回嬉野温泉酒造まつり 

 

【定量的な評価】 

・旅行消費額  15,382百万円(H29) → 7,640百万円(R3) 

・延べ宿泊者数 635千人(H29)    → 292千人(R3) 

・来訪者満足度 63%(H29)         → 63%(R4) 

・リピーター率 58%(H29)          → 58%(R4) 

 

実施体制 

※地域の関係者

との連携体制及

び地域における

合意形成の仕組

みが分かる図表

等を必ず記入す

ること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

嬉野市版ＤＭＯは、（一社）嬉野温泉観光協会が母体となり、役割分担しながら、

事業を推進していく。また、嬉野市版ＤＭＯの組織内に、行政・宿泊業者・飲食業

者のみならず、交通事業者、農業者など多様な関係者をメンバーとする「嬉野市の

未来を担うまちづくり戦略委員会」を設置し、官民が密接に連携した運営・管理を

行っている。 
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【実施体制図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嬉野市版DMO

事務局

観光協会
既存事業

マーケティング調査

総会

戦略づくり

プロモーション

収益事業

連携・調整
行 政

理事会

ＤＭＯエリア部会

観光客誘致事業

宣伝活動・広報活動事業

観光協会の運営

重複事業を整理

既存事業

町なか元気チーム

おもてなしチーム

歴史研究ガイドチーム

国内誘致・ＷＥＢチーム

インバウンドチーム

新ツーリズムチーム

ＵＤバリアフリーチーム

運営・管理

未来を担うまちづくり戦略委員会

地域開発プロジェクト

テーマ別に開催

報告のみ

テーマ別グループ

新規事業部
（ＤＭＯ事業部）

会長報告

会長直轄

（収益）

（コスト）

（コスト）

（コスト）

嬉野市
活性化懇話会

農業観光チーム

エリア部会

情報共有

テーマ別グループ テーマ別グループ
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【区域設定の考え方】 

嬉野市は、北部九州有数の温泉地を擁すると共に、「うれしの茶」や長崎街道の面影を残す歴史的町並

みなどの観光資源に恵まれ、古くから観光地として発展してきた。 

本市は、長崎県と接する佐賀県南西部地域に位置し、周辺には有田町・波佐見町・伊万里市・武雄

市・鹿島市・太良町・唐津市・佐世保市などの観光地が集まり、さらに、佐賀市から約 27km、福岡市

から直線距離で約 60kmの圏域にある。また、これまでの交通手段としての高速・長崎自動車道に加え

て、2022年西九州新幹線開通予定・嬉野温泉駅が整備されることで、都市活動・交流圏の拡大によっ

て観光都市を機軸に広域圏における重要な地位を担うことが期待されることから、当該市単位での区

域設定とするのが適切である。 

 

【観光客の実態等】 

<観光客数の推移> 

韓国の政治的情勢の影響やコロナ初期の状況により平成 30年から令和２年まで大幅な減少になってい

たが、令和３年になり増加に転じている。特に日帰り客においては前年度比１．２倍となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地方別観光客数＞ 

アジアからの観光客が多く、特に韓国が圧倒的に多く、次いで台湾・中国と続いている。今後は 

台湾、タイなどを中心とした誘客を進めていく予定。 
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【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

〇観光・商業施設 ／ 日本三大美肌の湯、風情と個性ある温泉宿、シーボルトの湯、肥前夢街道 他 

〇食・グルメ ／ うれしの茶、温泉湯どうふ、日本酒、スナック街 

〇歴史 ／ 嬉野温泉、肥前吉田焼、うれしの茶、塩田津、志田焼の里、豊玉姫神社 

〇自然 ／ 不動山、嬉野総合運動公園、春日渓谷、轟の滝、九州オルレ嬉野コース 

〇文化・スポーツ ／ 各種スポーツ施設、バリアフリー 

〇イベント ／ あったかまつり、嬉野温泉夏・秋まつり、酒蔵まつり、うれしの茶ミット 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

嬉野市には 31の旅館・ホテルがあり、そのほとんどが下図の様に市内中心部に位置している。 

収容力・規模は施設により大小があり、個人客から団体客まで幅広いニーズに対応が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

嬉野市は、長崎県と接する佐賀県南西部地域に位置し、周 

辺には有田・波佐見・伊万里・武雄・鹿島・太良・唐津・佐世 

保などの観光地が集まり、さらに、佐賀市から約 27km、福岡 

市から直線距離で約 60kmの圏域にある。また、これまでの 

交通手段としての高速・長崎自動車道に加えて、2022年 

西九州新幹線開通予定・嬉野温泉駅が整備されることで、 

都市活動・交流圏の拡大によって観光都市を機軸に広域圏 

における重要な地位を担うことが期待される。 
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【外国人観光客への対応】 

《これまでの対応》 

〇観光パンフレットの３か国語対応（英語・中国語・韓国語） 

〇嬉野温泉観光協会ホームページの多言語化（英語・中国語・韓国語・タイ語） 

〇観光関連施設のＷｉ－Ｆｉ整備等通信環境整備の推進 

〇観光案内所職員による多言語案内（英語・中国語・韓国語） 

〇主にアジア圏をターゲットとした広域連携等による海外プロモーションの実施 

《これからの施策》 

① 外国人観光客向けの商品づくり 

〇外国人向け着地型プログラムの造成 

〇外国人向け「日本食」メニューの開発 

〇温泉・宿泊施設とその他資源を繋げたプログラムの造成 

② 情報発信・誘客戦略 

〇WEB、SNS 等を使った情報発信及び分析 

〇メディア、ブロガー、クリエーター等の活用 

〇外国人のニーズ調査・情報収集等 

〇国や県、各種関係機関等と連携した広域でのプロモーション・情報発信 

③ 外国人受入体制の構築 

〇観光案内看板・コミュニケーションツールの多言語化 

〇Wi-Fi環境の拡充 

〇二次交通アクセスの検証 

〇受入体制の構築・強化（ＱＲコードでの観光案内） 

 

 

 

３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

観光客数 

 

嬉野市の観光客動向を測るため。 

 

宿泊施設・観光施設・旅行会社・公

共交通機関等を定期的に調査 

外国人観光客数 

 

インバウンド促進のため。 

 

宿泊施設・観光施設・旅行会社・公

共交通機関等を定期的に調査 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析し、

消費単価向上に繋げるため。 

宿泊施設・観光施設・旅行会社・公

共交通機関等を定期的に調査 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。 宿泊施設・観光施設・旅行会社・公

共交通機関等を定期的に調査 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がって

いる要因を分析し、戦略立案に繋げ

るため。 

アンケート調査（来訪者調査）を自

主事業として実施。 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

アンケート調査（来訪者調査）を自

主事業として実施。 

顧客満足度・推奨度 

 

顧客満足度の充実やリピーター確保

のため顧客ロイヤリティを測るため 

アンケート調査（来訪者調査）を自

主事業として実施。 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

アクセスログ解析の実施 

 

 



様式１ 

8 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
生活スタイルが根本から変わってしまった新型コロナウイルス感染症の影響は大きく、まともに受

けた嬉野市の観光産業はかつてないほど苦境に陥っています。このため、今後はアフターコロナ、ウ

ィズコロナを見据えた対策とともに、従来からの観光地の地域間競争や人手不足等への対応といった

地域経済の持続的な発展を図るための対応が急務となっています。 

このような状況の中で、これまでの量を求めていた観光のあり方から質への転換、とりわけ高付加

価値な商品・サービスの提供に転換させていく必要があり、今後、旅行の多様化・個人化が一層進む

中で、顧客ニーズに応じた価値の提示方法が高度化していくと考えられることから、これに対応した

取組みが求められています。嬉野市では大きな変化として、2022年 9月に待望の西九州新幹線嬉野温

泉駅が開業し大都市圏と高速交通網で繋がり、さらに新規の旅館やホテルが開業するなど交流人口の

拡大を通じた今後の地域経済の活性化に大きな期待が寄せられています。 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

○「日本三大美肌の湯」である 

○温泉宿泊施設が多い 

○温泉湯どうふ・うれしの茶・日本酒等、嬉

野らしい食資源を有する 

○肥前吉田焼・志田焼等の焼き物文化を有す

る 

○歴史と文化のかおる町「塩田津」が残って

いる 

○肥前夢街道（忍者村）という全国でも珍し

い施設がある 

○芸妓文化が残っている 

○豊玉姫神社等の歴史文化財を有する 

○春日渓谷・轟の滝・大茶樹・百年桜・藤棚

等の自然資源を有する 

○「嬉野あったかまつり」などの特色あるイ

ベントを実施している 

○バリアフリー・ユニバーサルデザインが充

実している 

○ハウステンボスから近い 

弱み（Weaknesses） 

◇旅館の特色があまりない 

◇観て廻る観光資源が少ない 

◇ブランド力が弱い 

◇ご当地料理がない 

◇旅館での立ち寄り湯は敷居が高い 

◇シングルがなく一人旅に不向き 

◇温泉街らしい風情に欠ける 

◇観光客が遊ぶ場所・楽しめる店が少ない 

◇温泉街の雰囲気、統一感のなさ 

◇交通の便が悪い 

◇二次交通が弱い 

◇駐車場がない 

◇各団体の協調性がない 

◇若手のリーダー・担い手がいない 

◇情報の一元化が出来ていない 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

〇2022年西九州新幹線開通・嬉野温泉駅が 

整備予定 

○福岡空港にヨーロッパ直行便が就航 

○佐賀空港・長崎空港に国内外の LCC が就 

 航 

○外国人観光客も含めて、個人旅行の増加 

によるニーズも多様化し、温泉や陶磁 

器、日本文化に触れる旅行者も増える 

ことが予想される 

脅威（Threat） 

◇団体客によるホテル・旅館の大口需要が減 

 少傾向にある 

◇嬉野市の人口が減少の一途をたどっている 

◇特に宿泊施設従事者の減少・担い手不足 
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（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

◆福岡都市圏の金銭的に余裕があり、活動的で、美とライフスタイルへの意識が高い女性 

○選定の理由○取組方針 

◆圏域に一番近い巨大なマーケットである「福岡都市圏」と設定。近年、消費行動の決定権を握っ

ている女性であり、併せて、「嬉野温泉は泉質が良い」というWEBアンケートの分析も鑑みて設

定。 

◆2020年実施した来訪者アンケート結果では、佐賀県からの来訪者に次いで、福岡県からの来

訪者が約２８％を占めており、人口が多くかつ若い女性比率が高い地域のマーケットは無視でき

ないため。 

◆分析結果に基づいてターゲット層に、温泉に加えて、食・焼き物・自然・街並みなどと組み合わせ 

たコンテンツを磨き上げる。 
○第２ターゲット層  

◆長崎県、佐賀県圏域内の住民 

○選定の理由○取組方針 

◆気軽に来訪する事の出来る圏域内の住民はリピーターになり得るため。 

◆2020年実施した来訪者アンケート結果では、来訪者の比率は佐賀県約３５％で第一位、長崎

県約９％で第四位となっており、近隣から来訪しているデータもあり、近隣からの来訪も無視でき

ないため。 

◆これまでにない新たな嬉野温泉の魅力を発掘・商品化し「わざわざ遠方の温泉地に行かなくて

も、嬉野温泉で十分満足できる」と消費者に思わせる様なコンテンツづくりを行う。 
○第３ターゲット層  

◆関東・関西など都市圏で、金銭的に余裕があり、温泉・美・食に興味を示すシニア層、ラグジュア

リー層の女性 

○選定の理由○取組方針 

◆WEBアンケートにより、関東・関西圏からの「泊りがけで嬉野の温泉にゆっくり入ってみたい」という

意見が多かったため。 

◆2020年実施した来訪者アンケート結果では、関東や関西からの来訪者が約１７％と比較的高

い割合であり、毎年、関東・関西圏から一定層が存在しているため。 

◆温泉に加えて、うれしの茶・食・焼き物・自然・街並みなどと組み合わせたコンテンツを磨き上げ

る。 
○第４ターゲット層  

◆アジアからの観光客 

○選定の理由○取組方針 

◆平成 27年度の外国人観光客数は、目標の 63千人を超えており、今後まだまだ伸びると予想

されることから、特に来訪者が多いアジアからの来訪者を増やしたい 

◆平成 30年度では中国（対前年比 1.47）、香港（対前年比 1.96）、台湾（対前年比 1.25）、 韓

国（対前年比 1.33）など高い割合で増加しており、外国人観光客数の中でアジアからの割合は

99%を占めているから。（ただしカントリーリスクなどは考慮する必要がある。） 

◆温泉に加えて、忍者・芸妓・スナック等、外国人好みの滞在交流型プログラム・商品の開発を行

い、インバウンドの増加に努める。また、観光関連多言語表記の推進（観光看板、パンフレット、ＨＰ

等）や、観光関連Ｗｉ－Ｆｉ整備等通信環境整備の推進も併せて行う。 
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（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コンセプトの考え方 コンセプトは、嬉野市の観光産業の発展により、私たちの生活が豊かにな 

り、まちに幸せと誇りを実感し続けられるように、市民・観光関連事業者・ 

行政など観光に関わる全ての人が、共通の認識を持って観光施策を推進して 

いくための方向性を示しています。 

市民みんなで下記の項目を実現させようという考え方のもとで取組みます。 

・移住、定住人口増 

・所得向上 

・宿泊者数増加 

・賑わい創出 

・関係人口拡大 

・地域の魅力 UP 

 

 

 

将来、嬉野市の人の暮らしや産業が活力にあふれ、

わたしたちが豊かに暮らし続けていくために…

観光客に使ってもらうお金（観光消費額）を

年間175億円 にすることを

観光戦略の柱となる数値目標（KGI[16]）に設定します!!

このコンセプトは、嬉野市の観光産業の発展により、私たちの生活が豊かになり、

まちに幸せと誇りを実感し続けられるように、市民・観光関連事業者・行政など

観光に関わる全ての人が、共通の認識を持って観光施策を推進していくための

方向性を示しています。

観光振興を通じて、

嬉野市民の暮らしを豊かにします。

地
域
の
魅
力
Ｕ
Ｐ
！

関
係
人
口
拡
大
！

賑
わ
い
創
出
！

宿
泊
者
数
増
加
！

所
得
向
上
！

移
住
・
定
住
人
口
増
！
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５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

・事業調整会議（10回開催） 

・地域開発プロジェクト会議（9回開催） 

地域開発プロジェクトについては、平成 22年度に市民を巻き込んで観

光誘客を図ることを目的に 10チームを立ち上げ活動を開始。立上当初

は、各チーム長を集め全体で合意形成を図っていたが、現在は協会がイ

ニシアティブをとり、嬉野市の観光戦略を踏まえ毎年度の事業内容や予

算を個々のチームと協議し合意形成を図っている。 

 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

毎年実施する、来訪者アンケート調査に基づき、データを収集し、分析

を行う。「嬉野市の未来を担う戦略委員会」より、各事業者に、フィー

ドバックしたり、各種勉強会、セミナー等で啓発し、サービス維持に努

める。 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

一元的な情報発信･プロモーションは、嬉野市版ＤＭＯの母体である一 

般社団法人嬉野温泉観光協会が役割分担しながら、市や観光協会が運営 

している観光情報サイトのコンテンツの見直し・観光情報等データベー 

ス一元化を行うことで、国内外のユーザーに使い勝手のよい情報サイト 

とするための検証と改善を行っていく。 

 

 

６．ＫＰＩ（実績・目標） 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

13,200 13,200 13,200 13,210 13,690 14,150 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

7,987 7,640 計測中 
   

（ ） （ ） （ ） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

563 563 563 563 572 581 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

343 292 計測中 
   

（ ） （ ） （ ） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

60 60 60 65 65 70 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

52 69 63 
   

（ ） （ ） （ ） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

60 60 65 65 65 70 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

66 61 58 
   

（ ） （ ） （ ） 
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目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

嬉野市版 DMOに取組むにあたり、DMOの方向性・戦略も含めた嬉野市観光戦略を策定しているが、そ 

の中で議論して設定された目標数値と一致させている。 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

人口減少における域内消費額減少分を観光消費額 175億円(10年後の 2032年）で補うことを念頭に 

１人あたりの消費単価を 9,000円（宿泊 20,000円 日帰り 3,600円）として KPIを設定しているため 

観光客数（宿泊客、日帰り客）とあわせて、R7年度までの目標値を設定した。 

●延べ宿泊者数 

新型コロナウイルス感染症の影響により、R2～3年に観光客数が大きく減少したため、R1年度の数値 

を基準値として、計画初年度の R5年度には基準値に回復する想定とした。 

計画 2年目以降は、「with コロナ」の風潮に加え、新幹線開通により宿泊客・日帰り客（各イベン参 

加者含む）ともに「前年比約 1.6％増」として、5年後の R9年度の数値目標は基準値 R1年度比 6.4％ 

増なるように、各年度の目標数値を設定した。 

●来訪者満足度 

来訪者アンケート調査結果の R2年度 52%をベースに R7年度までに 70%を目指す。（R3年度 R5年度は 

コロナ禍からの回復期として微増に設定） 

●リピーター率 

来訪者アンケート調査結果の R2年度 66%をベースに R7年度までに 70%を目指す。（マイクロツー 

リズムとして近隣からの集客も考慮し増加傾向に設定した。） 

 

 

（２）その他の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●住民満足度 

（％） 

(市への愛着度) 

目

標 

 79.7 80.4 81,0 81.7 82.3 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

      

（ ） （ ） （ ） 

●顧客満足度・

推奨度 

（％） 

目

標 

         設定予定 前年度+5％ 前年度+5％   

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

   
   

（ ） （ ） （ ） 

●嬉野温泉観光

協会 HPアクセ

ス数（件） 

目

標 

405,00 427,000 450,000 495,000 544,500 598,950 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

248,151 234,069 457,073 
   

（53,352） （35,812） （98,270） 
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指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

嬉野市版 DMOに取組むにあたり、DMOの方向性・戦略も含めた嬉野市観光戦略を策定しているが、そ 

の中で議論して設定された目標数値と一致させている。 

【設定にあたっての考え方】 

●住民満足度(市への愛着度) 

令和３年度「第 2次嬉野市総合計画後期基本計画」においての市民アンケート調査【嬉野市への愛着 

度】の数値 79.7%を基準値として、基本計画において定めている評価指標「R7年度目標値・82.3%」を 

目指して、R３年度以降は基準値から前年比 0.65%増として設定した。 

●顧客満足度・推奨度 
令和５年度に顧客満足度・推奨度を測る顧客ロイヤリティの調査を実施し、その数値を基準値として 

前年度比+5%増として設定する。 

●嬉野温泉観光協会 HPアクセス数 

前観光振興計画の目標数値としてコロナ後の R４年度に 450,000件と目標設定していたので、R 

年度を基準として前年度＋10%として設定した。 

 

 

７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

143,094,800（円） 【特定資産運用益】51                          （円） 

【受取会費】7,219,930 

【事業収益】38,008,689 

【受取地方公共団体補助金】28,500,000 

【受取民間助成金】9,826,000 

【委託料収入】54,259,000 

【受取利息、雑収益】5,281,130 

2021（Ｒ３） 

年度 

126,647,209（円） 【特定資産運用益】34                          （円） 

【受取会費】7,079,800 

【事業収益】44,119,956 

【受取地方公共団体補助金】33,700,000 

【受取民間助成金】4,600,000 

【委託料収入】29,715,000 

【受取利息、雑収益】7,432,419 

2022（Ｒ４） 

年度 

142,263,698（円） 【特定資産運用益】43                          （円） 

【受取会費】7,056,100 

【事業収益】58,810,899 

【受取地方公共団体補助金】29,980,000 

【受取民間助成金】9,441,000 

【委託料収入】26,492,450 

【受取利息、雑収益】10,483,206 

2023（Ｒ５） 

年度 

125,911,050（円） 【特定資産運用益】50                          （円） 

【受取会費】7,100,000 

【事業収益】57,590,000 
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【受取地方公共団体補助金】28,000,000 

【受取民間助成金】2,000,000 

【委託料収入】20,710,000 

【受取利息、雑収益】10,511,000 

2024（Ｒ６） 

年度 

132,206,602（円） 【特定資産運用益】52                          （円） 

【受取会費】7,455,000 

【事業収益】60,469,500 

【受取地方公共団体補助金】29,400,000 

【受取民間助成金】2,100,000 

【委託料収入】21,745,500 

【受取利息、雑収益】11,036,550 

2025（Ｒ７） 

年度 

138,816,932（円） 【特定資産運用益】54                          （円） 

【受取会費】7,827,750 

【事業収益】63,492,975 

【受取地方公共団体補助金】30,870,000 

【受取民間助成金】2,205,000 

【委託料収入】22,832,775 

【受取利息、雑収益】11,588,377 

 

（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

 

142,540,945（円） 

 

【仕入れ原価】2,581,246                       （円） 

【情報発信・プロモーション】1,568,940 

【一般観光事業費】12,709,038 

【市委託観光事業費】5,797,237 

【委託事業費】38,538,886 

【その他事業費】61,268,077 

【管理費】20,077,521 

2021（Ｒ３） 

年度 

128,152,357（円） 【仕入れ原価】3,394,694                       （円） 

【情報発信・プロモーション】100,700 

【一般観光事業費】7,249,937 

【市委託観光事業費】7,222,498 

【委託事業費】21,330,830 

【その他事業費】63,751,000 

【管理費】25,102,701 

2022（Ｒ４） 

年度 

138,253,751（円） 【仕入れ原価】5,810,206                       （円） 

【情報発信・プロモーション】2,218,657 

【一般観光事業費】7,297,927 

【市委託観光事業費】8,117,000 

【委託事業費】14,174,217 

【その他事業費】72,002,944 

【管理費】28,632,800 

2023（Ｒ５） 

年度 

125,911,050（円） 【仕入れ原価】5,465,044                       （円） 

【情報発信・プロモーション】2,050,000 

【一般観光事業費】8,910,000 

【市委託観光事業費】8,000,000 

【委託事業費】7,213,000 

【その他事業費】67,093,006 
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【管理費】27,180,000 

2024（Ｒ６） 

年度 

132,206,602（円） 【仕入れ原価】5,738,296                       （円） 

【情報発信・プロモーション】2,152,500 

【一般観光事業費】9,355,500 

【市委託観光事業費】8,400,000 

【委託事業費】7,573,650 

【その他事業費】70,447,656 

【管理費】28,539,000 

2025（Ｒ７） 

年度 

138,816,932（円） 【仕入れ原価】6,025,210                       （円） 

【情報発信・プロモーション】2,260,125 

【一般観光事業費】9,823,275 

【市委託観光事業費】8,820,000 

【委託事業費】7,952,332 

【その他事業費】73,970,038 

【管理費】29,965,950 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
○特産品等の開発・販売 

○着地型旅行商品の造成･販売 

○イベント等の予約受付、事務手数料の受託 

○行政からの補助金･委託事業等の実施（指定管理なども含む） 

を展開し、自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保をおこなっていく。 

(地域の観光まちづくりの牽引役として積極的に観光施設関連の指定管理事業を受託していく意向) 

 
 

 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

佐賀県嬉野市は、「登録ＤＭＯ」である（一社）嬉野温泉観光協会とともに関係者と合意形成を重ね

ながら観光まちづくりを進めていく。 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

記載不要 
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１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 松本泰宏 

担当部署名（役職） （一社）嬉野温泉観光協会・事務局長 

郵便番号 ８４３－０３０１ 

所在地 佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿乙２２０２－５５ 

電話番号（直通） ０９５４－４３－０１３７ 

ＦＡＸ番号 ０９５４－４２－０３６１ 

Ｅ－ｍａｉｌ ureshino@wonder.ocn.ne.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 佐賀県嬉野市 

担当者氏名 織田 理 

担当部署名（役職） 嬉野市産業振興部観光商工課・副課長 

郵便番号 843-0392 

所在地 嬉野市嬉野町大字下宿乙１１８５ 

電話番号（直通） ０９５４－４２－３３１０ 

ＦＡＸ番号 ０９５４－４２－２９６０ 

Ｅ－ｍａｉｌ oda-osamu@city.ureshino.lg.jp 

 

都道府県･市町村名 佐賀県嬉野市 

担当者氏名 峯川 天太 

担当部署名（役職） 嬉野市産業振興部観光商工課・主事 

郵便番号 843-0392 

所在地 嬉野市嬉野町大字下宿乙１１８５ 

電話番号（直通） ０９５４－４２－３３１０ 

ＦＡＸ番号 ０９５４－４２－２９６０ 

Ｅ－ｍａｉｌ minekawa-tenta@city.ureshino.lg.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
佐賀県嬉野市
【設立時期】 平成１９年８月１４日（法人登記）
【設立経緯】
観光協会の中で新規事業を扱う役割としてＤＭＯへ申請
【代表者】 山口剛
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 松本泰宏
【財務責任者（ＣＦＯ）】 松本 泰宏
【職員数】 ８人
【主な収入】
収益事業 約５８百万円、委託事業 約２６百万円（R４年度決算）
【総支出】
事業費 約１０３百万円、一般管理費 約２８百万円（R４年度決算）
【連携する主な事業者】
嬉野温泉旅館組合、嬉野市商工会、嬉野温泉商店街協同組合、嬉野
温泉料飲店組合、嬉野茶商工業協同組合、嬉野茶業青年会、うれし
の紅茶振興協議会、嬉野町菓子工業組合、塩田津町並み保存会など

項目
2020
（R2）年

2021
（R3）年

2022
（R4）年

2023
（R5）年

2024
（R6）年

2025
（R7）年

旅行
消費額

(百万円)

目標
13,200 13,200 13,200 13,210 13,690 14,150

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績
7,987 7,640 計測中

― ― ―
( ) (  ) (  )

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
563 563 563 563 572 581

( ) (  ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績
343 292 計測中

― ― ―
( ) ( ) ( )

来訪者
満足度

(％)

目標
60 60 60 65 65 70

( ) ( ) ( ) (  ) ( ) ( )

実績
52 69 63

― ― ―
( ) ( ) (  )

リピーター率
(％)

目標
60 60 65 65 65 70

( ) (  ) ( ) ( ) (  ) ( )

実績
66 61 58

― ― ―
( ) ( ) ( )

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和５年７月２１日

【主なターゲット】
福岡都市圏の金銭的に余裕があり、活動的で、
美とライフスタイルへの意識が高い女性
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
近年、消費行動の決定権を握っている女性で
あり、併せて、「嬉野温泉は泉質が良い」という
WEBアンケートの分析も鑑みて設定。
【観光地域づくりのコンセプト】
嬉野市の観光産業の発展により、私たちの生
活が豊かになり、まちに幸せと誇りを実感し続
けられるように、観光に関わる全ての人が、共
通の認識を持って観光施策を推進していく。

【観光資源の磨き上げ】
・商店街を舞台としたモニターツアー
・鹿島特産品まつり（うれしの温泉湯
どうふ販売）
・弱虫ペダル×謎解き×街めぐり
・佐賀さいこう！Luxury Night
・第９回嬉野温泉酒造まつり
【受入環境整備】
・九州インバウンド観光商談会
・ホテルバスツアー開催
・茶輪レンタサイクル
・インバウンド課題解決マッチング

【情報発信・プロモーション】
・観光情報一元化運営
・長崎空港ロビー電照広告掲示
・嬉野ぶらりまっぷ（日本語）増刷
・高速バス九州号ラッピング広告
【その他】
・DXの取組みとしてVRゴーグルを
使ったバーチャル体験の提供
・都市公園を活用したアウトドア事業
・持続可能な観光の取組として旅館
のアメニティグッズに竹歯ブラシ（自
然素材の竹）を用意。

（登録）【地域DMO】一般社団法人嬉野温泉観光協会 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組


